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 後期のスタート   
 後期がスタートしました。短い秋休みでしたが、ゆっくり休むことはできましたか。後期は、附
中祭 「秋」をはじめ、さまざまな行事や学校生活で、仲間との絆を深めながら、年度末のゴールの
姿に近づいていく６か月になります。 

アメリカの経営学者スティーブン・R ・コヴィー博士は、聴くには 5 つのレベルがあると言って
います。レベル 1 は「無視する」、レベル 2 は「聞く振りをする」、レベル 3 は「選んで聞く」、 
レベル 4 は 「注意深く聞く」、レベル 5 は 「感情移入の傾聴」です。 「こえ」を聴く生徒会では、レ
ベル 5 を目指して活動していました。後期は生徒会活動だけではなく、自分自身の行動の指針に
してほしいと思います。相手の思いを知り、自分の思いと重ね合わせることで、附中生同士がより
信頼し合い、より温かい学校にしていきましょう。後期の皆さんの活躍と成長を期待しています。 
 
 生徒代表の言葉   

後期の開始に当たり、３年浜田栞名さんが、生徒代表の言葉を述べました。 
 
空高く澄みわたる秋空が、心地よい季節となりました。今日か

ら、いよいよ後期が始まります。 
先月から今月にかけて、愛知県で 「アジア競技大会」が開催さ

れ、国内で大きな盛り上がりを見せました。アジア各国のトップ
アスリートたちが、一瞬一瞬に全力を注ぐ姿や、最後まで諦めず
に戦い抜く姿を見て、胸を熱くした人も多かったのではないでし
ょうか。 
 振り返ってみると、私たちの前期の学校生活にも同じように熱
い瞬間がありました。附中祭 「春」や中総体では、学級や縦割り、
部活などの仲間と力を合わせ、まさに共鳴を形にしてきました。また、普段の生活においても、互
いに声をかけ合い、時間を意識して動く場面が増えました。その一方、終業式で髙比良先生からお
話をいただいたとおり、校外でのマナーなど、改善が必要な課題もあります。では、こうした成果
や課題を踏まえ、後期はどのような学校生活を送っていけばよいのでしょうか。 
  アジア大会で輝いていた選手たちも、最初から勝利が約束されていたわけではありません。日々
の練習を重ね、自分の課題と向き合い続けたからこそ、あの大舞台で素晴らしい結果を残すことが
できたのだと思います。これは、私たちにも同じことが言えるのではないでしょうか。 
 この後期、皆さんに大切にしてほしいのは、「自分の課題と向き合い、改善に向けて積極的に行
動すること」です。これは、濵﨑新生徒会長をはじめとした、第 79 代生徒会企画部が目指す、「全
員が主役になれる附属中学校」を実現することにもつながってきます。 
 後期には附中祭秋や、百日祭、生徒総会など、生徒が主体となる行事がたくさんあります。また、
三年生は進路選択を通して、自分の将来について真剣に考えていかなければなりません。きっと、
その中で、思うように行かないことや、壁にぶつかることもあるはずです。しかし、そこで 「自分
には無理だ」と諦めるのではなく、「どうすれば乗り越えられるか」を自分で考え、一歩踏み出し
てみてください。 
 一人ひとりの小さな行動も、積み重ねることで、学校全体をよりよい方向へと動かす力になりま
す。誰かが変えてくれるのを待つのではなく、自分にできることから始めてみてください。全校生
徒一人ひとりの小さな行動によって、それぞれが成長を実感できる、そんな実りのある後期にして
いきましょう。  

＜裏面に続きます＞ 

 長崎くんちでも大活躍   
 長崎の秋を彩る 「長崎くんち」は、諏訪神社の秋季例大祭で、毎年 10 月 7 日〜9 日に行われま
す。1634 年から続く伝統行事で、国の重要無形民俗文化財に指定されています。 
 今年の「長崎くんち」に本校生徒が参加しました。  

○元船町『唐船祭』※踊 町：７年周期の輪番制で龍踊、コッコデショなどを披露する。 
本村 美結（１－４）、内田茉衣佳（２－１） 

  ○勝山町     ※年番町：くんち本番の全体運営や神輿の行列や警備などを務める。 
   村上 靖公（２－２） 
 

「令和８年 長崎くんち奉納踊 総集編」 NBC 長崎放送  
放送日時 10 月 17 日(土) 11:59～13:54 放送されるかも！？ 

 
 

 

 

1１月２日（月） 
５日（木） 
６日（金） 
９日（月） 

10 日（火）～17 日（火） 
12 日（木） 
19 日（木） 
20 日（金） 

24 日（火）～26 日（木） 
27 日（金） 
30 日（月） 

実行部会 
県教育センター研修授業（社会） 
九州国語科研究会 
県教育センター研修授業（国語・理科） 
１ ・２年面談、3 年三者面談※12 日除く 
県中総体駅伝 
県中学校総合文化祭 
附中人権の日・PTCC 
日本探究（２年） 
２年午後日課 
実行部会 

 11 月の予定  


